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の発言によれば， 66年 6月から67年 6月までは文化大革命の発動期， 67年 7
月から68年 8月までは勝利期，次いで， 69年 6月までは仕上げ期であるとい
う。いずれにしても元旦の社説どおり， 67年後半，文化大草命は革命派の勝
手IJのうちに収束の方向に向いつつある。
- 15 - 一 1 一
中国




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しているということもあり，激しいデモが押しかけ， 2}j l l=Iには大使夫妻が車から
降ろされ，厳冬下に7時間余立た占れ， また6日には大使館員がなぐられるという事
態も起きたり
｛也Jjモスクワでは事件の 3日後の 1月2813, ソ連外務省と中国大使館の双方が同時

































9 日 V中国各国大使，続いて帰国一－－ rt1国駐英代理大使の熊向輝氏は 9日，スウェ
ーデン駐在の楊伯成中国大使は 8Fl，それぞれ帰国した。さらに，何柏年駐デン
マーク大使もすでに帰国したと発表された。































































































































































































































































26日 V中国 5年内に ICBM保有一一ホイーラー米統合参謀本部議長は， NBC放送
のテレビ記者会見で、中国の核戦力にっし、て「向こう 5年内に中国はICBM（大陸
間弾道弾）を 6基発射する能力を持つようになろう」と予測した。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 日 半機械化農業60%以上に一一3日の北京放送は中国の第 3次5ヵ年計画の初年
度の躍進状況について報じた。



















5 日 V去年の綿花生産は史上最高記録 人民人報三面掲載。 1966年の綿花総生産
：量と単位面積当りの生産畳は，史上最高を示した前年より更に噌加した。南北，
新旧の綿花生産地帯を間わず豊作で， jロJ南省の畝（ムー）平均生産量40～50斤だ
った県は一挙に， 70～80斤に増産したn 江蘇省徐州専区のいくつかの県では 2倍



















































































































































- 57 - 一（ 57）一
中国 C1月）
べきである。



















































































































































































3.貸付金と耕作費を少ししか返さない。 4. 予備食料を分配する。 5. 牛馬，種
子，農具等の生産の材料を売ってその金を分配する。 6. 高い賃金点数で，農民





























































































































































































































26日 V上海の服装交易会， 4月まで延期－－ 2月21日から 3週間，上海で、聞く予定
の春季中国服装交易会が4月に聞かれる春季広州交易会まで延期されることにな
った。日本は 2年ほど前からこの交易会に参加しており，民芸品的色彩の強いし




















































































ン（うち２６万トンがＬ Tで，あり士友好配分）が l月，；－合Jトント［lたり C& F :34 
ドル2セント左前イr-庶上り 29.:1'｝｛，安く予を打ったことかん，長後の詰めの段階で
日本側に足並みの乱れノが／tiた二とも1Hl伺できないの（日粁.2. 11) 












































































































































































































































































ら’‘J 一（ 81 ）一
中倒（3月〉
〔I〕外交






















































:3 )J 8日北点着， 10日周恩来，康生がレセプションを催し， l(1j!:=I 午前北京航空学
院紅旗戦闘隊と会見した。 14日広州｜へ向かい16日帰途にっし、たQ
13日 v中・ソ援助物資輸送新協定成立 最近成立したものでその内容は， it,[Ji.I陸
空路輸送の安全確認のため， ftlソ｜玉l境まで北ベトナム担当者がIHI何き， 1t1卦領内
は北ベトナムと中IJが協同で管理に当たるというものである。
（米当局 U.S. News and World Rψοrt 4. 24) 
14日 V毛主席はコンゴ（ブ〕司法相兼労働相と会見した
V人民日報評論員，ハノイ・ハイフォン爆撃に抗議一一米侵略者の瀕死のあが



















































































































はなし、」と語っている。 （日経 3.1) 
2 日 V 山東省に革命委員会成立一一一2日付けの人民日報は山東省での奪権が進行し

















































5 日 V紅旗4期「四清運動の偉大な成果を守ろうJ一一人民日報ばく紅旗＞ 4期の
上記評論員論文を再掲した。
6 日 V旧幹部の復帰審査進む一一“3結合”に上る新しい北京市の権力機構には，

































































は，功績であやまちの罪ほろぼしをすることを認めよ。 （東京 3.11) 
v語批判に追打ち一一一語震林副首相兼国務院農林弁公室主任にたいする批判が
9日，北京市内の壁新聞にいっせいに/:ljたのに続いて11日午後2時からは農林部





































































































































































































































































































































































〔皿 〕 経 済


























































































































































































3 日 V 日中友好協会正統本部，善隣学生会館事件で戸明を発表一一日中友好協会正
統本部の宮崎世民理事長，高野実常任理事らは記者会見し，「これは反中国活動を
強化している日本共産党の計画的，組織的な暴力である」との声明を発表した。









































る。 （産経 3.11) 












































































































































































































































































《西北川関係》一一劉i同協（第 1書記）， r'iJl耀邦（共青Ef:I第1書記），楊植林， f
鋒（甘粛省第 1書記）
陶鋳派




して非難を受けている〕，張二f法 C1f，央宣伝部副部長〕，李東ljþÿv} ( rt1うえ宣伝部工作｜味










































ず，指導者，教員， 学生の 3者の意見を結びつける方法を採用する。 3大革命に参加l




































































































































































































































































































































































0光明日報社説：中国のブ／レチショフを批判し倒せ（ 8日）…・・・人民日報 4.9o 












































































































































































































































































衆とを明確に区別すべきである。 （特派員一日経 4. 6) 
2 日 ’人民日報社説：革命の小勇将に正しく対処しよう一一要旨次の通り。
0草命の小勇将の英雄的な業績は，なにびとたりともまっ殺することのでき




































































一（ 138）一 - 32 -
中 国 （4月）





















5 日 ' 3月に党中央，中央軍委の重要会議開催－：1月14日から18Rまで党中央工
作会議と中央軍事委員会が，さらに27日と28日に党中央工作会議が開かれ重要な











































一（ 140）ー - 34一
中国（4月〉
極的に善後処理し，今後は断凶これらの条項に基づし、て問題を処理せねばなら




















































































































命の旗は上がらない」とのべている。 （特派員一日経 4. 11) 













た。」（特派員一朝日 4. 11, 12) 
タンユグ通信のブランコ・ボグノヴィッチ氏は 6: 5で毛・林派がからくも勝
利したものと伝えた。 (A P一毎日 4. 11) 
この内訳は毛，林，周，陳，康，李富春の6氏と劉，部，陶，朱，陳雲の 5氏




































この処置は4月初旬にとられたものといわれる。 （特派員一朝日 4.27) 
12日 V北京紅衛兵同工の対立についての中央文華小組の「緊急通告」一一これは北































ている。 （特派員一読売 4. 15) 
V党中央の「内モンゴル問題の処理に関する決定J一一24日北京市内にはり出
された掲示によるとこの決定の内容およそ次の通り。


































- 41 一（ 147) 
中 国 （4月）
軍内部の問題を公開して，街頭に大字報としてはり出すことに中央文革小組は賛
成しない。今後2度とこのようなことをしないように。」 と訓示した。 C !F'f=派員






























































〔特派員一東京 4. 18) 
V磨承志批判の大字報ーせいにはり出さる一一摩中日友好協会会長・華僑事務



















また紅衛兵はデモを中止するよう指令が出された。 (UPl－－朝日 4. 19) 
V天津で大専院校紅代会成立一一清華大の「井岡山J24日号が伝えたもので，

















































































B40人以上が殴打され，負傷した。 （特派員一読売 4. 26) 
v上海市黄浦区に革命委員会成立－3結合に上る草命委委．員39人，常務委員
11人を選出した。主子華・前黄浦区長が指導者とされているの 21日上海丈陣報に

































（特派員朝日 4. 22) 
26 IJ，毛主席のこの指示はデマであるとし寸大字報がif-I，た什しかし別の大字報


















































































































































































大のガンを取り除いたJと語った。 （特派員一産経 5. 1〕
V天津で大学紅衛兵同士の乱闘一一インドネシア抗議デモの帰途，天津体育学
院医学院の紅衛兵と天津大，南開大の紅衛兵の乱闘が起り 200人以上の重軽傷者
を出した。 （特派員一産経 5. 1) 
28日 V人民大学紅衛兵， “林彪語録”近く出版と伝える






















































































V成都における 4月の流血一 一成都産業i；人戦闘軍， ILl川成者［¥81戦闘兵団フ成
都地区貧・下中農戦闘軍，紅衛兵成電紅旗戦闘軍の 4団体は北京に次のような大
字報をはり出した。成者1；で5日に 8人重傷， 6日に37人， 10日と11日に10人， 12





























成状況を伝えたυ 林業機械工場の 3月の生産額は対前比 30余%の増産， ハノレビ























































































































































































7 日 V広州交易会，最高の 250社参加一一今回の交易会の参加人員は日本国際貿易
促進協会（石橋湛山総裁〉の調べによると約800人， 250社が見込まれ，これまで
の最高だ、った昨年秋の750人， 230社の規模を上問っている。一方，交易会での成


















































































































































































































































































































































































































































































的な造反団体の解散， 22日首都第 1, 2, 3司令部紅衛兵の大連合の達成な
どはその一連の動きであった。















































































外交面では先月末に引きつづき， 1日には F4B型戦闘機2機が， 2日に








































































11中総会で，党中央委員のおよそ 3分の lはすでに失脚させられていたが， その後8
ヵ月あまりの批判闘争を通じてさらに残りの半分も失脚に追い込まれたことになる。











































































































































































































































































- 25 - 一（ 197）一
中国（5月）
〔I〕外交
日 V 中国空軍は米の A4B型戦闘機2機を広西上空で撃墜一一中共中央軍事委員
会は 8日間に 5機を撃墜した関係部隊を表彰した。







































































7 日 V朝日新聞， E・スノーの「毛主席の胸のうち」を連載一 7, 8, 9日の 3
回連載で， 1965年 1月の毛主席との会談におけるオフレコ部分をはじめて公開し
た。


































一体となっての徹底抗戦を主張したという。 （ワシントン特派員一朝日 5. 16) 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































て，大字報の詳細をうつしていたと電話で抗議した。 （朝日 6. 1) 























































































































































































































































事委員会は粟裕， 王樹声（国防部副部長）， I句仲華（装甲兵団政治委員〉の 3同
志を派遣して，国防工業部門に軍事管制を実施することに決定した」と報じてい





































の秩序維持の責任を負わせ，強い態度を打ち出している。 （毎日 6. 5) 
V解放軍，外交サービス局を接収一一同局は北京駐在の外国公館や外国特派員
など外国人に雇われている通訳，運転手，掃除用員など全ての中国人を管理して















経 6. 5) 
5 日 V軍関係学校の羅瑞卿闘争大会一一5月中頃以来軍関係の学校をはじめ陸，海，
空軍などで次々に羅瑞卿闘争大会が聞かれて，羅瑞卿はじめ軍幹部のつるし上げ
写真が街頭に張り出された。 （朝日 6. 7) 
6 日 V新彊・東北地区等に武闘続発一一北京に張り出された大字報によると，新車











































































を逮捕し 245人に負傷させたという。 （朝日 6. 9) 


























































に制限されるといわれる。 （毎日 6. 13) 
V河南省で武闘一一香港発AP電によると， 12日の河南放送は，中国の河南省
で反毛派が流血事件を引き起して支配権を奪回，省，市級委員会の要職を掌中に
収めたと報じた。 （朝日 6. 13) 
V黒竜江省で武闘一一12日北京に張られた壁新聞によると，黒竜江省のジャー
ム市で6日流血事件が起り， 11人が死亡， 40数人が重傷を負ったといわれる。











ている。 （朝日 6. 14) 
v周総理，再び李先念副総理を擁護一一財貿部のフ。ロレタリア草命戦闘本部の
大字報によると，周思来総理は11日午後，中南海で対外貿易関係の造反派代表と



















































































が，周恩来総理の賓客として中国を訪問していると述べた。 （読売 6. 23) 
V江西省・南昌で武闘一一大字報によると江西省の南昌では引き続き衝突事件



































































































日 7. 1) 
〔皿〕経済
l 日 Vモスクワ放送，中国春作農地半分以上耕作されずと報道一一地方奪権のため
に起ったものでことしの穀物生産は 1億人分の不足となろうと報じた。 (R P一































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0師延紅：修正主義教育路線の総元締を打倒せよ。 人民日報，光明日報 7. 18 
0教育部延安公社： 「2本立て教育制度」の反動的本質をつつき出せ。
人民日報 7. 19 
0教育部草聯“六盤ilJ”：反革命修正主義教育路線は必らず徹底的に批判すべき





























































































































































































































































































































































27日 Vソ連・中国， '67年貿易議定書調印一一ソ連と中悶は27日， 1967年貿易議定書
に調印しfこO



































(The Times 7. 5) 
v北京航空学院，授業再開一一9月までは文化大革命の闘・批・改が主眼で，
このあとはじめて正規授業に移る。 （人民日報 7.5〕








































































































































































































































































































































































































































6 日 V公社員の革命的大批判展開一一ー人民日報は第 1面に「公社社員は積極的に革
命大批判を開始した」との記事をのせ，党内最大の資本主義の道を歩るく実権派
が鼓吹した「搾取には功がある」「四大自由」「三自ー包」「三和一少」などの謬


































- 55 - 一（ 331）一
中国（7月）




















































































































































































































































一（ 340 )- - 28ー
中国（8月）
多「ブルジョア階級の司令部を砲撃しよう」人民日報社説





























































































C 1 ) 「彰徳懐をかしらとする反党グループについての中国共産党第8期中央委員
- 31ー 一（ 343）ー
中国（8月〉















































































































































































































































































































を報告している。 これらの熱核弾頭開発および ICBM,MRBM （準中距離弾道
ミサイル）の開発の時期の見通しは，いずれも「中国の核装備とICBMがアメリ
カにとって現実の脅威となるのは1970年代なかごろ以降Jというこれまでのマク
ナマラ言明を 3年ないし 5年間短縮するものである。（読売 8. 3) 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ションは双方とも武闘を停止する協定を断固守るべきである。 （産経 8. 15) 
























第 1書記は解任された。 （産経 22日〉









































































































































































































ーガンを，rq.び両氏をつるしあげた。 （東京 8.4) 





































































































































































































































第3段階に移りつつあるという。 （毎日 8.6) 
しかし 8月 9日香港警察は左派系新聞の「香港夜報」 「新午報」 「田豊日















































前に知っていたといわれる。 （読売 8.26) 
英大使館焼打ちのさい，紅衛兵の聞に対立がみられたこと，および解放軍
兵士が紅衛兵の行動を制止しようとしていた事実が各紙によって伝えられて
























































































































































っているノレピー貨の総額は，インドの総通貨流通高の 4分の 1ないし 2分の
lとみられると述べている。
10月 1日の国慶節を前にして，月末には幾多の外賓が中国を訪問した。そ


















































































































































































































































































































































7 日 ' 「ジョンソンの内外の苦境」一一ー人民日報は，新華社同際評論として同題の
論説をかかげたの












































































































































































































































































































































（読売 9. 6) 




































6 日 V人民日報，王光美の“桃園蹄点”を批判 特記事項参照。








































































































































































































































久ニワトリ，粉ミノレク，砂糖の販売量は 14%から 25%位増加したυ 植物油は



































































































一（428）ー - 54 -
中国 Cg・月）




12. !J'){l也i品i主f戊し， r11;1rのli,HtJにくらべて， 17.S(X）の上昇を記録したと述べてい
' þÿ0‹u 































































一（ 430）ー - 56-
中 国 （9月〉
〔N〕日中
















易商社に対し， くらげの売渡し価格を， 3万から 5万円（トン当たり〉を引き上
げると通市してきた。なお日本の輸入くらげ、はほとんどが中国産である。








































































































































た。 LC開設延期となったのは10, 11月積み硫安5万トン， 10月積み尿素5万ト












- 61 - 一（ 435）一
中 国（9月）
容院で逮捕されたり 11,(:jさんはi日本国際貿易促進協会内の日 ¥ 1貿坊削i沢｜、IHこ）i)
する‘‘釆船通i、（，，であるO （読売 10. 1) 
































































































































































































































































































































































































































































































































一（ 443）一- 23 -
中国（10月〉
移第18回国慶節社説
































































































































































































5 日 V ロンドン港で中国船員と英労働者が乱闘一一中国船「杭州号」の船員3人が
5 13, ロンドン港のチノレペリーふ頭で英国の港湾労働者と乱闘し負傷， うち 1人
は腕の骨を折った。事件は 1英労働者が，中国船員からシャツにつけてもらった
毛沢東ノミッジを投げすてたことから発生，警察が介入して静めた。































9 8 V国連人口統計，中国は7億 l千万と発表一一一最新の国連人口統計報告による
と，中国本土の人口は1966年半ば現在7億 1千万に達した。これは53年の人口調



































- 31 - 一（451）ー
中国（10月〕
14日 V香港境界で、英人警宮連れ去られる一一一14日午後7時すぎ，中国と香港の悶境




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 日 V毛主席，国貿促代表らと会見一一5日の人民日報によれば， 4日毛主席は北
京の人民大会堂で次の各氏と会見し，写真撮影を行なった。
西園寺公一名誉団長，河原崎虎之助を団長とする日中文化交流協会代表団，

















































































































































































































































































































































































































































































































































1966年 66 48 7 
1967年 69 48 4 
中国代表権回復決議案
1966年 46 57 17 
1967年 45 58 17 
特別委設置決議案
1966年 34 62 25 
















































































































の意味をこめて非難したことは注目される。 （毎日 11. 4) 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 日 V各地の鉱業の発展一一河北井陛鉱務局では10月の国家採炭計画を 2.8%超過
達成し，掘進も16%超過達成した，江西洋郷積務局ではすでに第4半期目標を達


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 日 V岡崎氏， LT継続努力を松村氏らに要請一一特記事項「LT協定期限切れをめ
ぐる動揺J参照。
V宇都宮氏，国際貿促が総合窓口に，と語る一一特記事項（同上）参照。











































































































1・人民日報社説：キューパ人民に熱 I1 I 
I 烈な祝賀を送る i i 
l・ダオメ一新政府， rj:i同との断交を lI 
I 決定 I I 
l・外交部戸明：タイのカンボジア侵 i （ 
I 略についてアメリカを非難 （ （ 
I I 5 I . ,7] I則自 νノ次仏ドエ l し臥八」 I 
6 I・中央アフリカ，中国と断交 I I I 
7 i・人民日報観察家論文：ジョンソン｜ I I 
｜ 政府の大陰謀 I I I 
s I・人民日報評論員：中国・アフリカ l I I 
I 人民の友情は破壊できない I f I 
12 I・マラヤ民族解放同開，北京に駐在 l I I 
！員 I I I 
13 I・ソ連代表団北京に立ち寄る I 13 i・人民日報，呉恰批判を継続 ! 
14 : ・外交部声明：南ベトナムにおける i14 I・年間数十万の解放軍兵士入党 I 
｜ アメリカの凶悪な犯罪行為を非難 J i I 
I する I I I 
15 I・ベトナム支援物資輸送問題をめぐ I15 I・人民日開社説：哲学者よ大衆の中 1
i ってソ連に抗議 I I へ I 
17 ! ・ 3大陸人民連帯会議に関する新華 l I I 
｜ 社記者の総括 i I 1 
l・インドネシア右翼の反中国活動に j i 
I 抗議 I I 
1s I・外交部声明：アメリカのラオス宵 I18 I・軍の新たな英雄「麦賢得」
i 爆を非難 I （・全軍政治工作会議閉幕
i I l・国務院第 160I可全体会議（市場問
i I 1題）
2s I・侵入したインド兵をインド側へ送 I2s I・第25同人大常委拡大会議（第 2軽
I 還 ｜ ｜ 工業部関係）
29 I・米帝国主義の戦争おどしに真剣に I I 
！ 対処すべし：人民日報特集 I i 
30 1・劉主席，ホーチミン主席の書簡に l I 
｜ 返書 I I 
1・中国貿易責任者，再び中国キュー l I 
［ パ貿易問題を論ず I i 
:n I・人民日報評論員：香港のアメリカ！ I 
I 軍基地化に警告 I I 
- 62ー
経 済 日 中
事 項 事 項
1 I・・第宝3次肥5ヵ年産説計画新中発工足程
2 ・人し、素民道 日料報生社 の・ 同工完業成化の正し
4 －第を2軽ず部工業部副部長， 農業機械化
5 ・商論業 関係政治・業務工作会議問
6 －人民日報社説：産品設計革命運動 6 ・大公報， 日本経済の軍事化を論評
を総括











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































外 交 ｜ 政治 1
































































































































































































－湖北省委員会の農業機械化の構想 i ｜ 































































「全国物資工吋 18 －広参州、｜交易会に日本商社から 400人
力日




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 I・モンゴル党大会に中共が出l.'iを」B I 4 I・人民日報社説：巳沢東思想の新た










































































































































































型 制 3 I・中国記者のデモ参加問題
I I と報道 ｜ ｜ 確



















下7下• A田口 却主同・引＂甫田畑 τーレ
I I l・人民日報，中共中央宣伝部副部長・
｜ ｜ ｜ 周揚批判
I I 3 I・紅旗9号社説，大衆を信頼し，大
I I I 衆に依拠しよう
I I l・紅旗 9号社説， 10項目にわたり前
s I・中国各紙， ドゴール訪ソを非難 ｜ ｜ 北京市委員会の修正主義路線を批
i ! I 判
6 ！・ルーマニア共産党工作者代表団訪 i I 
｜ 中｜［
i I s I・各党派と無党派民主人二！：の座談会
I ψ ｜ 1・武漢地区プロレタリア文化大革命
！ ！ ｜ 積極分子代表会議
9 I ・周総J!ti，インドのジュネーブ会議 I 9 I・党中央組織の刷新公表
I 開催提案を拒否 ！ 
12 I・主主），＇i'，ネバーノレ皇太子と会見
11 I・周総理，北ベトナム大使に中国の［ 11 I・ 人民日報社説：中国社会主義革命
｜ 支接を催約 I I の新段階
19 I・オランダ政府，中国代理大使に退 1 I 
｜ 去令 I I 
20 1・米黒人運動指導者，北京着 ！ 









































































































15 I • 1:海のI業総生産額上半期で51% I 
達成 I 
－紡織工業上半期の成果 ｜ 







































































































































































































































































































































































30 I・中国・北ベトナム経済援助協定に I30 
I 調印 I 31 
31 I・ソ共中央委員会・中共1中総会批！
































































































































































































































































































































14 I・人民日報，ベトナムの制窟議会選 I14 －紅衛兵，李七1r1峰北京市委第 1書記
を攻撃｜ 挙を論評 ！ 


























経 済 日 中











17 ・・地大人中方陸民へにH中報欧の小肥秋帰料収り工を場減かの建と設ろ進うむ ・日中の 代表団の談要録
19 
20 国， d十iで金購入ち(50トン） 20 －閣め議ず， 日中青年交流の渡航申請認
22 ・東北三通省月， 基災本増害を克投服して豊%月収 ・難中国側 3団体，青年交流拒否を非
. 1～8 の 建設（資18 ) 増





















































I 1 I・ F周年国慶節挙行
｜ （・軍・国防科学・技術委員会・学問
3 I・ブータンに中国が侵入とインドが l I 積極分子会議
抗議 I 
6 卜中国，カンボジアに軍事使節団 I 6 I・解放軍報： 「湖南農民運動考察報
7 I・中国人留学生にソ連，国外退去命 1 ｜ 告」を学習しよう
ず
・新草社，英労働党大会でのプラウ
ン提案を非難 I 9 I・中南地医農村で大規模の壬著作学
I I 習運動
日報社説：爆撃停止で和平交 I10 I・林彪軍
渉を誘い出す大ベテンを暴露しょ 1 I 新たな段階に高めよ
13 I・ソ連首相，ベトナム問題に関して l I 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































経 済 l 日 中
事　　　　　　　　　項日 事　　　　　　　　　項
I 1 I・LT貿易交渉団出発
3 I・人民日報，福建で今年8～9月に I :3 l・A A連帯委分裂
大災害と報道 ｜ 
・豪州、｜から小麦 150万トン輸入 I 
I s I・ 名古屋の中国肢の日共系役員解任












I 学習の模範紹介 I 
21 1・人民日報，設計！下命の主力は権威 I21 I・LT貿易第5年度協定調印
I 者ではない
22 I・新化学グラウト技術の世界水準の l I 
成果 I I 
・100万ボノレト高H.：コンデンサ一作 1 I 
製 I I 




2s I・西欧から肥料大量輸入（300万トン〉｜ ｜ に除名
30 i・人民日報，農業模範李！｜民連の阿溝 I30 l・外務省，国連で「重要事項J押通































































































































































































































































































































































































































































































































































経 済 日 中








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































22 I・ソ連，ベトナム向け武器輸送問題 I22 I・北京の大学紅衛兵組織が大連合を





































































3 月 月 表
国 際 l
日｜事項－｜日｜
1 I・新華社，ベトナム援助物資輸送に I1 
関するソ連の中傷に反論 I 2 
I 3 
4 I・米上下両院合同経済委，中国経済｜
｜ 白書発表 ’ 
6 I・ソ連首相，中ソ国境挑発には軍動












































































































































































































































































































































































































































































































































事 項 事 項
1 －北京でデンマーク工業見本市閉幕 1 －東京善隣会館乱闘事件
3 ・財急水貿通部告革発力表命派春耕支援のための緊








人指 部生報を けよ」奪春13 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































経 済 日 中















19 の第 1四 好
25 －中国へ蚕糸業視察団

























































































































ーデ 」→『＝戸I - 『 士まヨ唱 F A---r-"" 1 キA rlr 



















































































































































































支援デモ I 12 





























































経 済 日 中
事 項 事 項
1 ・中国，拒日本政非府の天津展の13品目
出品否 を 難
3 －各地の春作豊収 3 
・．天中津・の日両日本国科貿学促機が器共展同開声明く4 












27 －葉季壮対外貿易部長死去 27 ・周総理 国貿促日験本代表と会電見











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 I・上海文陸報，上海の経済的混乱を Is 
｜ 報道 ｜ 








































































































一包＞徹 に せよ糧J 根線 チ斗トトしムJヨ員同A 4友ー
25 ・上海3紙共 二つの本的
に対立する 設上の 24 ・ 国国促北京の一部の日本








































































































































































































































































8 全国の塩生産量 年 し大幅 8 































































































































































































































































































































































経 済 日 中












































































































































































































































































































































国 際 政 治
事 項 事 項





6 ・人民日 泥 の 府中で 6 ・天匪津に革命委織員会成建立













・杭人州市自に社学革説習命班委「全員を力立会派成を立晶な22 －人民日報評論員論文「新戦略も N 22 










































































22 I・文腫報，投機分子の摘発を報道 I 22 I・自民AA研， LT貿易延長努力を
申し合せ





































4. 20 I 北京市革命委員会成立大会開く
5. 7 I人民日報，紅旗共同論文「『修養』の核心はプロレタリ
！アート独裁への裏切りにある」









s. 16 I s期8中全会の彰徳懐失脚の決議公表さる
9. 2s I毛主席，各地の文革を視察，一連の指示を発表
I I 10. 3. I毛主席「闘私批修」についての指示を発す
10. 21 I中国，インドネシアから大使館引揚げ一外交関係中断
10. 31 I中国技昨ーら叩を決定








12. 6 I人民日報評論員論文「泥沼の中で馬を乗りかえるジョiンソン政府」 （マクナマラ解任について）
10. 17 中共中央系統別大連合を実施せよの通達
11. 23 i 3紙共同論文「中国農村における二つの道をめぐる闘
円」
























1 引日中貿易即時ド；L, (tl:tl) 突破
2. 27 I国貿促，貿易の新議定書に北京で調印
3. 1 i 東京善隣会館乱闘事件
3. 10 I人民日報，善隣会館事件で日共を攻撃






s. s I 日共，北京空港での暴行事件に抗議声明発表
9. 91人民日報再び佐藤首吋
9. 10 i北京駐在日本 3記者に退去令
9. 10 I人民日報社説「東条のあゅんだ道をゆく佐藤政府」
9. 24 I人民日報，ダライ・ラマ訪日について抗議




1. 10 I L T代表の訪中を中国側延期要請
11. 27 I蒋経国国府国防部長来日
1. 29 I 日中友好協会と国貿促に羽田事件をめぐり手入れ
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